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トリプルアイズグループの所司一門将棋センター、将棋サロン西荻事業を譲受 

～AI と将棋の融合による人的資本強化と企業価値向上～ 

 

 

 

株式会社トリプルアイズ（本社：東京都港区、代表取締役：片渕博哉、東京証券取引所グロ

ース市場《証券コード：5026》、以下「トリプルアイズ」）のグループ会社である株式会社所

司一門将棋センター（代表取締役：所司和晴、以下「所司一門将棋センター」）は、このた

び将棋サロン西荻の事業を 2026 年 7 月 1 日付で譲り受けることとなりました。 

本件により、将棋サロン西荻が有する地域コミュニティおよび将棋文化を承継するととも

に、当社グループの AI 技術と融合し、新たな将棋体験の創出に取り組んでまいります。 

 

■AI と将棋の融合による教育事業シナジーの創出 

トリプルアイズグループは AI ソリューションを中核事業として展開しています。 

将棋は AI との親和性が高く、論理的思考力や判断力の育成にも資する領域です。 

今回の事業譲受により、従来の将棋道場運営に当社のテクノロジーを掛け合わせることで、

教育分野における新たな事業シナジーを創出します。将棋サロン西荻というリアルな場を

活かし、次世代を担う子どもたちや将棋ファンに向けて、以下を中心とした取り組みを進め

ます。 

• AI による棋譜解析・学習支援 

• レベル別指導プログラムの提供 

• オンライン・リアル融合型コミュニティの構築 

 

  



■戦略的位置付け 

 

 

当社グループは「エンジニアファースト」を掲げ、人材育成を成長の中核としています。 

将棋で培われるロジカルな能力は、IT・AI エンジニアとしての高いポテンシャルに直結す

ると考えており、2019 年に渡辺明九段らを輩出した名門・所司一門将棋センターを完全子

会社化して以降、以下のような形で将棋コミュニティとの接点を構築し、独自の採用・育

成エコシステムを築いてきました。 

 

• トリプルアイズ将棋部の活動支援  

社内にはアマチュア高段者が多数在籍しており、2023 年に行われた「内閣総理大臣杯 

職域団体対抗将棋大会」での S 級春秋連覇に加え、「リコー杯アマチュア将棋団体日

本選手権」でも優勝を果たし、実業団・アマチュア日本一の実績を有しています。 

• 「将棋採用」の実施  

当社将棋部員と対局し、勝利すればそのまま最終面接へ進むことができる独自の選考

枠です。論理的思考力と戦略性を持つ優秀な学生・人材を、ダイレクトに獲得するパ

イプラインとして毎年多くの反響を得ています。 

• 「トリプルアイズ杯（全国大学対抗将棋大会）」への後援  

立命館大学が見事 3 連覇を達成した第 21 回大会（2025 年）をはじめ、大学将棋界の

精鋭たちが集う本大会を継続的に支援し、若い世代の将棋愛好者をサポートしていま

す。 

 

本件を通じて、将棋コミュニティとの接点拡大により、優秀な人材獲得機会の強化および

企業ブランド価値向上を図ります。 また、AI と将棋の融合による新規事業創出も視野に



入れており、本件は当社の持続的成長に向けた人的資本への戦略投資の一環と位置付けて

います。 

 

 

■コメント 

代表取締役 CEO 片渕博哉 

「将棋は AI と親和性の高い領域であり、論理的思考力を備えた人材との接点創出にもつな

がります。本件は将棋文化の継承に加え、当社のエンジニアファースト戦略を推進する取り

組みの一環であると認識しております。AI と将棋の融合を通じ、企業価値向上を目指して

まいります。」 

 

所司一門将棋センター 代表取締役 所司和晴 

一門の棋士も大変お世話になった将棋サロン西荻のお力になりたいと考えておりました。 

このたびトリプルアイズの支援を受け、当センターが運営を担う形で、念願の 2 号店とし

て再出発する運びとなりました。将棋界の発展にご尽力された新井様の思いを大切にする

ため、移転後も新井様が築かれた道場の良さや伝統を色濃く継承していく方針です。 今後

も津田沼と西荻の両道場において、皆様に楽しんでいただける場づくりに努めてまいりま

す。 

 

現オーナー 新井氏 

将棋好きの方、初めての方、年配の方・女性・子ども達、プロの方々が集まり将棋を楽しめ

る憩いの場所をと想いを込めて将棋サロンと名付けました。 

この度トリプルアイズ様がその意志を引き継いで下さる事になりました。どなたでも気軽

に立ち寄れ、笑顔の絶えない将棋サロンの存続を願っております。 

 

■今後について 

本件による 2026 年 8 月期連結業績への影響は軽微です。 

一方で、採用力向上、ブランド価値向上、AI 事業とのシナジーを通じ、中長期的な企業価値

向上に寄与するものと考えております。 

 

 

本リリースに関するお問い合わせ先 

株式会社トリプルアイズ 

東京都港区芝浦 3 ｰ 4 ｰ 1 グランパークタワー32F 

電話：03-3526-2201 

MAIL：info@3-ize.jp 


